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話題の本棚

弱
さ
を
知
る
が
故
に
共
感
し
、強
さ
を
抱
く
が
故
に
孤
立
す
る
。

―
―
法
の
生
命
は
論
理
で
は
な
く
、
経
験
で
あ
る
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ヴ
ェ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ

　

か
つ
て
オ
バ
マ
前
大
統
領
は
自
ら
の
演
説
の
中
で
こ
の
格
言
を
引
用
し
、
こ

う
続
け
た
。「
多
く
の
障
壁
や
困
難
に
直
面
し
て
き
た
経
験
、
そ
れ
に
も
め
げ

ず
に
こ
れ
ら
の
困
難
に
打
ち
勝
っ
て
き
た
経
験
。
こ
の
経
験
こ
そ
、
人
々
へ
の

共
感
を
抱
か
せ
、
い
か
に
世
界
が
動
き
、
人
々
が
ど
う
生
き
て
い
る
か
を
理
解

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経
験
こ
そ
が
、
最
高
裁
の
判
事
と
し
て
絶
対
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
」
と
。

　

そ
し
て
こ
の
演
説
で
紹
介
さ
れ
た
人
物
こ
そ
、
現
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
で

あ
る
著
者
ソ
ニ
ア
・
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
で
あ
る
。
法
を
支
え
、
人
々
を
理
解
し
、

ア
メ
リ
カ
社
会
を
見
守
る
彼
女
の
経
験
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
彼
女
の
回

想
録
で
あ
る
本
書
は
、
一
人
の
人
間
の
記
録
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
性

が
謳
わ
れ
る
社
会
で
必
要
な
「
力
」
を
私
達
に
教
え
て
く
れ
る
。

　

不
運
と
苦
難
の
半
生

　

彼
女
の
半
生
は
、
ま
る
で
物
語
の
主
人
公
の
よ
う
に
波
乱
万
丈
だ
。
幼
い
頃

に
患
っ
た
糖
尿
病
、
若
き
日
に
失
っ
た
父
親
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
移
民
と
し
て
英

語
が
話
せ
な
い
環
境
。
不
運
と
苦
難
に
囲
ま
れ
て
も
母
は
教
育
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
百
科
事
典
を
与
え
ら
れ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
校
に
通
っ
た
彼
女
は
、
名
門

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
入
学
す
る
。
し
か
し
そ
こ
で
も
多
く
の
差
別
を
経
験
し

た
。
積
極
的
差
別
是
正
措
置
へ
の
偏
見
、
女
性
へ
の
蔑
視
、
移
民
へ
の
眼
差
し
。

不
遇
を
乗
り
越
え
た
成
功
物
語
と
し
て
も
、
本
書
は
充
実
し
て
い
る
。

　

し
か
し
本
書
の
魅
力
は
、
情
熱
的
な
彼
女
の
裏
に
隠
さ
れ
た
、
冷
静
さ
と
孤

独
で
あ
る
。
デ
モ
運
動
に
熱
を
上
げ
ず
淡
々
と
実
務
を
こ
な
し
、
声
を
あ
げ
る

こ
と
よ
り
も
、
話
を
聞
く
こ
と
の
方
が
優
位
に
立
て
る
と
述
べ
る
ソ
ニ
ア
。
逆

境
を
覆
す
熱
い
主
人
公
と
は
違
う
彼
女
の
姿
を
見
る
時
、
こ
う
し
た
冷
静
さ
こ

そ
、
厳
し
い
半
生
を
最
も
支
え
た
力
な
の
だ
と
思
え
て
し
ま
う
。
自
ら
を
「
調

整
者
」
と
称
し
人
々
の
利
害
調
整
を
買
っ
て
出
る
彼
女
。
そ
う
し
た
調
整
こ
そ

が
社
会
を
変
え
る
の
だ
と
い
う
思
考
は
、
判
事
へ
の
夢
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　
「
壁
を
作
る
よ
り
橋
を
架
け
な
さ
い
。」

　

困
難
と
い
う
「
壁
」
は
外
部
か
ら
や
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
時
に
自
ら
築
い

て
し
ま
う
。
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
い
る
親
類
を
み
た
時
、
自
ら
決
め
た
限
界
に
縛

ら
れ
て
い
る
人
々
を
見
た
。
共
同
体
は
「
こ
こ
に
い
て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
安

楽
と
同
時
に
、「
こ
こ
に
し
か
い
ら
れ
な
い
」
呪
縛
も
授
け
て
し
ま
う
。「
自
分

の
強
み
を
自
覚
す
る
た
め
に
は
、
常
に
外
側
に
目
を
向
け
る
こ
と
」
と
い
う
台

詞
は
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
彼
女
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
に
授
け
た
言

葉
だ
。
外
を
見
れ
ば
人
は
戸
惑
う
が
、
そ
う
し
た
戸
惑
い
を
繰
り
返
す
こ
と
で

し
か
、
人
や
社
会
は
改
善
し
て
い
か
な
い
。
法
は
そ
の
支
え
と
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
を
支
え
る
の
は
、
成
功
の
裏
側
に
あ
る
優
し
さ
と
寂
し
さ
だ
。
弱

さ
を
知
る
が
故
に
共
感
し
、
強
さ
を
抱
く
が
故
に
孤
立
す
る
。
し
か
し
だ
か
ら

こ
そ
彼
女
は
、
こ
の
「
世
界
」
を
愛
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
四
八
頁　

税
込
二
八
〇
八
円　

9
月
刊
）

私
が
愛
す
る
世
界

ソ
ニ
ア
・
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
著

長
井
篤
司
訳

亜
紀
書
房



3

話題の本棚

さ
あ
、巨
人
の
肩
に
乗
っ
て

　

原
著
の
タ
イ
ト
ル
は
『
巨
人
の
肩
に
乗
っ
て
』。
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
は
、

ま
さ
に
知
の
巨
人
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
エ
ー
コ

が
死
の
一
五
年
前
か
ら
ミ
ラ
ノ
の
芸
術
祭
で
お
こ
な
っ
た
、
一
〇
あ
ま
り
の
講

演
か
ら
成
る
。「
絶
対
と
相
対
」、「
見
え
な
い
も
の
」、「
芸
術
に
お
け
る
不
完

全
の
か
た
ち
」
…
…
等
々
、
講
演
題
は
魅
力
的
な
も
の
ば
か
り
。
一
〇
〇
を
超

え
る
カ
ラ
ー
図
版
も
あ
り
が
た
い
。
こ
こ
で
は
興
味
深
い
二
つ
の
講
演
を
と
り

あ
げ
る
。
広
大
な
知
の
海
に
、
そ
し
て
ま
る
で
小
説
の
よ
う
に
ス
リ
リ
ン
グ
に

知
識
を
あ
や
つ
る
エ
ー
コ
の
手
腕
に
、
愉
悦
と
と
も
に
溺
れ
て
み
よ
う
。

　
「
美
し
さ
」

　
『
美
の
歴
史
』
刊
行
の
一
年
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
講
演
は
、
意
外
に
も

こ
の
よ
う
な
告
白
か
ら
は
じ
ま
る
。
美
と
は
な
に
か
、「
誰
に
も
尋
ね
ら
れ
な

け
れ
ば
答
え
は
分
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
尋
ね
る
者
に
説
明
し
よ
う
と

思
う
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
」（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
）。
時
代
や
文
化
に
よ
っ

て
美
の
概
念
は
変
化
す
る
。
美
し
い
女
性
、
と
い
う
同
じ
テ
ー
マ
を
あ
つ
か
っ

た
詩
や
絵
画
で
あ
っ
て
も
、
中
世
の
そ
れ
と
一
九
世
紀
の
そ
れ
と
が
正
反
対
の

イ
メ
ー
ジ
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
（
豊
富
な
引
用
と
カ
ラ
ー
図
版
の
お
か
げ

で
）
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
美
し
い
も
の
に
共
通

す
る
も
の
と
は
な
に
か
？　

彼
の
出
し
た
答
え
は
、
美
に
お
け
る
「
公
平
無
私

と
い
う
要
素
」
だ
。
た
と
え
所
有
し
た
り
参
与
し
た
り
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
美
し
い
も
の
は
変
わ
ら
ず
美
し
い
。「
美
の
経
験
と
は
い
つ
も
、
わ
た
し

た
ち
が
そ
の
一
部
を
な
さ
な
い
こ
と
、
ど
う
し
て
も
直
接
参
加
し
た
く
な
い
よ

う
な
こ
と
を
前
に
し
て
、
そ
こ
に
背
を
む
け
な
が
ら
感
じ
る
も
の
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
」。
思
わ
ず
膝
を
打
つ
よ
う
な
、
見
事
な
解
答
で
は
な
い
か
。

　
「
秘
密
に
つ
い
て
の
い
く
ら
か
の
啓
示
」

　
「
ま
ず
は
じ
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
か
ら
話
す
こ
と
は
き
わ
め

て
重
要
だ
が
秘
密
に
か
ん
す
る
た
め
、
口
を
つ
ぐ
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
」。
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
薔
薇
十
字
団
。
内
戦
と
宗
教
的
対
立

の
さ
な
か
の
一
七
世
紀
初
頭
、
薔
薇
十
字
団
は
そ
の
存
在
を
世
に
示
し
た
。
た

だ
し
、
わ
か
る
の
は
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
。
薔
薇
十
字
団
を
秘
密

結
社
た
ら
し
め
る
の
は
、
団
員
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

鉄
の
掟
。「
み
ず
か
ら
を
薔
薇
十
字
と
名
乗
る
者
は
（
入
会
者
た
ち
を
繋
ぐ
絆

に
反
す
る
た
め
）
そ
の
成
員
で
は
な
い
」
―
―
か
く
し
て
組
織
は
秘
匿
さ
れ
る
。

自
身
の
小
説
『
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子
』
に
も
ふ
れ
つ
つ
、
エ
ー
コ
は
秘
密
に
か

ん
す
る
秘
密
を
打
ち
明
け
て
こ
の
講
演
を
締
め
く
く
る
。「
喉
か
ら
手
が
出
る

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
暴
く
こ
と
も
手
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
秘

密
に
む
け
ら
れ
た
凄
ま
じ
い
渇
望
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
」。
我
々
が
求
め
る

の
は
秘
密
の
内
容
で
は
な
く
、
秘
密
そ
の
も
の
な
の
だ
。

　
　
　
　

＊

　

豊
か
な
世
界
に
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
語
り
。
引
用
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

知
識
の
波
に
酔
い
な
が
ら
も
、
エ
ー
コ
の
肩
の
上
ま
で
登
っ
て
み
よ
う
。
自
分

に
は
た
ど
り
着
け
な
い
世
界
を
見
る
、
こ
れ
こ
そ
知
の
醍
醐
味
だ
。�

（�

ミ
セ 

）

�

（
四
三
二
頁　

税
込
四
九
六
八
円　

11
月
刊
）

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の

世
界
文
明
講
義

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
著

和
田
忠
彦
監
訳

河
出
書
房
新
社
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　私が本書と出会ったのは
まだ中学生の頃。妹の漫画
を盗み見ていた私は本書に
衝撃を受け、子供心に恐怖
を覚えながら、どこか思春
期の不安を描いているよう
に感じていた。再アニメ化
が放映される今年、未読の方もこの機会に読
んでみてはいかがだろうか。
　物語の軸となるのは「獣つき」と呼ばれる
13
44

人の男女。彼らは異性に抱きしめられる
と、獣に変身してしまう奇妙な呪いに縛られ
ていた。親に抱きしめてもらうこともできず、
異性とも距離をとって生きなくてはならない
彼らは、表面で取り繕いながらも、心に傷を
抱えていた。そんな彼らの秩序は、主人公
「本田透」を中心にかき乱されていく。
　この歳になって読み直してみると「抱きし
めてもらえない」彼らの悩みと同じくらい、
「抱きしめることが出来ない」親たちの辛さ
も分かってしまった。壊れてしまったのは呪
いを受けた当人以上に、その周りだった。愛
する人と触れ合える、そんな当たり前のこと
が失われてしまうと、人は愛を確認すること
が出来ないのだ。本書の魅力は何よりも、目
を背けたくなるような「人間の弱さ」が示さ
れるところである。現実を引き受けられない
人々は、横暴になり、閉鎖的になり、時に
「忘却」に逃げ場を作る。
　自身の弱さと向き合うことが、こんなにも
難しいのだと描く一方で、弱さと向き合う意
志を持った者だけが、変わっていけるのだと
本書は教えてくれる。大人になるという意味
を、私はこの漫画から教わった。十数年越し
に読んだ本書は、少しだけ絵が古びて見えた。
老いていく私を育ててくれた、変わらぬ友人
と会えた気がした。� （�きもの ）
� （第 1巻　390 頁　税込 950 円）

フルーツバスケット
（全12巻）

高屋奈月著　白泉社

漫　画
特集

　

餅
に
お
菓
子
に
、
炬
燵
に
み
か
ん
。
至
福
と
は
ま
さ
に
こ
こ

に
あ
る
。
Ｔ
Ｖ
の
特
番
も
い
い
け
れ
ど
、
似
た
内
容
に
す
ぐ
に

飽
き
て
し
ま
う
。
寝
転
が
っ
て
娯
楽
を
探
す
あ
な
た
の
為
に
、

漫
画
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
寒
い
日
は
無
理
に
外
に
出
か
け
ず
、

ご
ろ
り
と
横
に
な
っ
て
漫
画
で
も
読
み
ま
し
ょ
う
。「
睦
月
」

は
「
仲
睦
ま
じ
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
漫
画
を
読
ん

で
、
語
り
合
っ
て
、
青
春
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（�

き
も
の 

）
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　マンガには、リズムがあ
る。小説にはないそのリズム
が、物語のなかの人びとに命
を吹きこむ。吹き出しは吐息
となり、コマ割りは鼓動とな
る。流れる時間のなかで言葉
を紡ぐ彼らは、わたしと同じ
生きた人間だ。
　売野機子『�MAMA 』の魅力は、なんといっ
てもそこにたしかな時間が流れていることだ
ろう。主人公はまだ変声を迎えていない、合
唱団の少年たち。〈この世界には　飛び抜け
て歌声の美しい男の子が生まれることがあ
る〉。彼らは〈天使〉と呼ばれるが、そのほ
とんどはいずれ変声し青年になる。しかし、
ほんの一握りの少年は〈その声の美しさが頂
点に達したとき　命を失いほんとうの天使に
なる〉。ページから溢れ出すのは、透きとお
るようなコーラスと死の香り。でも、彼らは
迷い悩みながらたしかにそこで生きている。
　少年たちはそれぞれに愛情に飢えている。
たとえば、貧しい家庭に育ち体を売ってきた
少年ガブリエル。金稼ぎの手段としてしか扱
われてこなかった彼は、〈ママ〉からの愛に
焦がれる。死を前にしてもなお〈天使〉にあ
こがれる仲間たちに疎外感を覚え、彼は寄宿
舎を飛び出して夜の街をさまよう。そんな彼
を、友人ラザロが呼び戻しにくる――〈助け
て〉〈その言葉を待ってたよ〉。〈ラザロに手
を引かれて歩きながら　子供みたいと思った　
暖炉とかバスタブとか温かいものを思い出し
ながら　光が　夜が　うしろへ流れていく〉。
〈ママ〉を求める少年どうしが不器用ながら
に関係を結ぶすがたは、うつくしい。
　最終巻の展開がやや急ではあるが、時の流
れのなかで生きる少年の揺れ動きを描いた本
作の魅力は、語るに余りある。� （�ミセ ）
� （第 1巻　183 頁　税込 648 円）

MAMA
（全6巻）

売野機子著　新潮社

　マンガといえばとにかく
バトル！　手のひらからエ
ネルギー波を出し、腕は自
由自在に伸び、携える剣は
日本刀か、もしくはとにか
く巨大なのがよろしい。そ
ういうマンガを生まれてこ
の方読み続けてきたけれど、じゃあ『�綴葉 』
でドラゴンボールの話はなんか違う。そう思
ったので、今回は僕のような読者も満足させ
られそうな『�Helck 』を紹介します。
　魔王が勇者の手にかかり倒れた後の魔界。
そこで開催された新魔王決定トーナメント
（トーナメント！）に突然現れた人間の勇者
ヘルクが、なんだかんだで魔界帝国四天王の
ヴァミリオと共に旅をし、時に争い、そして
次第に友情を育みながら、魔物と人間の争い
の背後にある巨悪に立ち向かっていく……。
　作者はニコニコ静画出身、小学館のアプリ
での連載という作品情報を知らなくとも、圧
倒的な力で敵を倒していくヘルクの姿はなん
となく某人類最強ハゲマントを思わせる。だ
が、それに勝るとも劣らない魅力がこの作品
には詰まっている。キャラクターのゆるっと
した個性とシリアスの程よいミックス、動き
のシーンをごちゃごちゃさせない作画、そし
てヴァミリオを始めとした女性キャラクター
がまっとうに、かつかわいく描かれている
……など、挙げ始めればキリがない。
　一昨年の 12 月に全 12 巻というちょうどよ
い冊数で、惜しまれながらも完結した本作。
王道をダラダラと走り続ける作品の多い中で
（そういう作品も面白いけど）、ちゃんとのめ
りこめて、気持ちよく読み終えられることも
実は貴重なのでは？　試験明けの解放感のお
共にぜひ。（Web 掲載のスピンオフ『ピウイ』
も読後にお忘れなく）� （�トロ ）
� （第 1巻　198 頁　税込 596 円）

Helck
（全12巻）

七尾ナナキ著　小学館
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　人は困難にぶつかったと
きに一度立ち止まって悩み
苦しみそこから自らを反省
したりする。もちろん、そ
れも大切なことだろう。し
かし、悩んでいる時間なん
かない、そんな後悔してい
る暇があったらただ前へ一歩踏み出せ。その
一歩は大きな一歩だ。それこそ悩みを解決し
てくれる手段なのだ、と考える道もあるだろ
う。本作はそれを語り続けている。
　本作は、『岳』などでも知られる作者によ
るジャズのサックスプレイヤーを目指す男の
成功譚である。主人公・宮本大は高校生のと
きに聞いたジャズに衝撃を受け、そこから
「世界一のサックスプレイヤーになる」こと
を志す。もちろん、その道のりには様々な困
難が待ち受けるがその壁を打ち破って成長し
ていくというストーリー。ジャズが題材とい
う以外はよくあるマンガのようだが、このマ
ンガの醍醐味は主人公を始めとした登場人物
たちのただ前のみを見据える強さだと思う。
ジャズはスマートなものと思われているが、
本作はそういうジャズのスマートなイメージ
を壊し、ジャズは徹底的に自己を曝け出すも
のであるとしている。登場人物たちはジャズ
を通して、後悔先に立たずの精神でただ前へ
進もうする。そういう前のみを見据える登場
人物たちの姿勢と自己を曝け出そうとする力
強いジャズの演奏が、このマンガを読む人に
前へ進む勇気を与えてくれるのだ。
　困難に出会ったときに人は様々なことを考
えて立ち止まる。それも悪くない。しかし、
後悔なんか考えずにそこから一歩踏み出して
みたらそこに視界が開けるのでは、と本作は
教えてくれる。悩んだときにがんばろうと思
わせてくれる一冊だ。� （�ういろう ）
� （第 1巻　222 頁　648 円）

BLUE　GIANT
（全10巻）

石塚真一著　小学館

　いったいこれは何の漫画
なのか。少なくともグルメ
漫画ではない。かといって、
バトルものでもない。これ
は、「巨大数」のヤバさを
人に伝える漫画である。
　「巨大数」とは、とてつ
もなく大きい数のことである。読者の皆さん
は幼少のころ、とにかく大きい数の名前を覚
えて意味もなく使ってみたことはないだろう
か。大きいものは強そうでかっこいいのだ。
しかし、本作品のテーマとなっている数は、
そのような素朴に考えられる数よりもはるか
に大きい。想像すら困難なほど巨大な数が現
実に存在するということには、宇宙の果てを
覗くような恐怖すら感じられる。
　本作品が表現しているのは、そうした巨大
数的な世界観とも言えるだろう。ストーリー
があるわけではなく、巨大数の解説を主な軸
として、理不尽な展開を繰り返しながら話は
展開してゆく。なぜ寿司屋が巨大数のプロな
のか、あるいは現われる異形の生命体はなん
なのか、といった基本的な疑問点は放置され
る。それは一見すると狂気に近く、読者の理
解を拒んでいる。しかし、このような表現の
数々はある意味で、日常生活を超越した極め
て大きな数の世界にふさわしい。なぜならば、
巨大数のことをひとたび知れば、世界の見方
が変わることは免れないからだ。この宇宙に
ある素粒子の総数すら取るに足らない数に思
えるようになる。このような世界観の変化を
漫画的に表現すれば、こうなってもおかしく
はないだろう。
　とはいえ、人を選ぶ作品であることには間
違いがない。Web でも読めるので、まずは
試し読みしてみてはいかがだろうか。
� （�蕨餅 ）
� （222 頁　税込 1280 円）

寿司 虚空編
（全1巻）

小林銅蟲著　三才ブックス



綴　　　　葉No.374

7

　「大正アナキズム」を題
材とし、70 年代後半に『現
代の眼』誌に連載された本
作は上段に劇画、下段に散
文が配置された異色の作品
である。下段担当の竹中労
は当時、世界革命浪人（ゲ
バリスタ）を自称し、窮民革命論、すなわち
下層プロレタリアートや被差別者、植民地窮
民による日帝打倒を唱えていた。竹中が窮民
革命思想の原典と称する『水滸伝』にアナキ
ズムの象徴である「黒旗」を冠した本書は大
杉栄やその同志たち、ギロチン社の面々、難
波大助、朴烈と金子文子といったアナキスト
たちを中心に大正時代の多士済々を生き生き
と描いている。
　かわぐちかいじが描く上段の劇画は、竹中
によるコマ割りまで指示された詳細なシナリ
オに基づくものだ。かわぐちはほぼ同時期に
単著『テロルの系譜』で日本近代のテロルを
オムニバスで描いているが、その中でも甘粕
事件や虎ノ門事件をとりあげている。甘粕の
証言に沿って甘粕自身による絞殺として描い
た同書とは対照的に、本作では竹中の推理に
したがって集団による暴行虐殺として描き、
そこに国家最高権力の意志を見出す。また、
難波大助の描写も本作のほうがより真に迫っ
たものとなっている。
　竹中の薀蓄豊かな語りとそれを支える窮民
革命論は半世紀の時を超えて大正時代の諸運
動と、ひめゆりの塔事件や東アジア反日武装
戦線、三里塚運動などを結びつける。では、
差別と搾取が猖獗を極める現代において窮民
革命はいかにアクチュアリティをもちうるだ
ろうか。辺境最深部でおこる様々な叛乱をい
かに結びつけ、そこから出撃できるかが問わ
れている。� （�霊人 ）
� （第 1巻　330 頁　税込 1296 円）

新装版 黒旗水滸伝 大正地獄篇
（全4巻）

竹中労著　かわぐちかいじ画　皓星社

　「アンパンマン」を観て
も、決してアンパンマンに
なることはできない。しか
し、このマンガを読んで、
その内容をしっかり理解で
きた暁には、きっとあなた
も、一人前の「論理さん」
になっていることだろう。
　本書は、『新版　論理トレーニング』など、
論理学の一般向け入門書を数多く出版してい
ることでも知られる、野矢茂樹氏監修による
「大人のための学習マンガ」である。そして、
そのストーリーは、個性豊かな四人の高校生
が、突如現れた論理の達人、ノヤ・カメキ先
生（野矢氏曰く、このカメキ先生は「実在の
人物とは無関係である」）とともに、「論理」
にまつわる様々な知識を学んでいく、という
ものである。「必要条件／十分条件」や「逆
／裏／対偶」といった、高校数学でもおなじ
みのテーマから、現代の論理学を語るに欠か
せない「述語論理」の基礎知識に至るまで、
各章ごとに様々なテーマが取り扱われる。ま
た、読んで知識を得るだけではなく、章末の
「問題演習」や、巻末の「卒業問題」に挑戦
してみることで、自分の内容理解度を実際に
試すこともできる。
　本書での論理学的知識への言及は、あくま
で簡略化されたものにすぎない。しかし、入
門するにあたっての敷居は、その分かなり低
いものとなっている。「論理学」に何となく
の食わず嫌いをしてしまうすべての人に、ま
ずは読んでみてもらいたい一冊である。
　なお、出版社による本書の特設サイトでは、
問題演習や卒業問題用の解答用紙が頒布され
ている。このマンガを読んで、それぞれの問
題にトライしてみる際には、これを活用して
みるのもよいだろう。� （�八雲 ）
� （224 頁　税込 1620 円）

大人のための学習マンガ
それゆけ! 論理さん（全1巻）

仲島ひとみ著 野矢茂樹監修 筑摩書房
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ス
タ
ー
リ
ン
の
葬
送
狂
騒
曲

フ
ァ
ビ
ア
ン・ニ
ュ
リ
著　

大
西
愛
子
訳

小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　

今
月
号
の
特
集
で

は
マ
ン
ガ
を
紹
介
し

た
が
、
実
は
本
書
も

マ
ン
ガ
で
あ
る
。
昨

年
の
夏
に
日
本
で
も

公
開
さ
れ
た
映
画
の
原
作
と
し
て
総
カ
ラ
ー
版
で
本

書
は
出
版
さ
れ
た
。『
狂
騒
曲
』
と
銘
打
っ
て
い
る

通
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
と
そ
の
後
の
後
継
者
争
い

に
つ
い
て
の
一
騒
動
を
追
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　

レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
倒
れ
た
ス
タ
ー

リ
ン
。
そ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
側
近
の
マ
レ
ン
コ
フ
、

モ
ロ
ト
フ
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
ベ
リ
ヤ
等
は
ス
タ
ー

リ
ン
の
容
態
を
見
舞
い
に
行
く
が
、
彼
ら
の
頭
の
中

は
早
く
も
次
の
こ
と
で
一
杯
だ
っ
た
。
後
継
者
問
題

で
あ
る
。
彼
ら
側
近
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
実
子
と
の
確

執
、
側
近
た
ち
の
間
で
の
内
輪
揉
め
、
ス
タ
ー
リ
ン

の
葬
儀
で
の
一
幕
、
ど
ん
で
ん
返
し
、
権
力
争
い
と

そ
の
巻
き
添
え
を
食
う
民
衆
た
ち
の
場
面
は
権
力
者

と
民
衆
と
の
暮
ら
し
が
い
か
に
乖
離
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
読
者
に
晒
し
て
い
る
。

方
丈
記

鴨
長
明
著　

蜂
飼
耳
訳

光
文
社
古
典
新
訳
文
庫

　

そ
の
人
の
時
代
は
、

ま
こ
と
に
生
き
づ
ら

い
時
代
だ
っ
た
。
都

を
襲
う
大
火
、
竜
巻
、

突
然
の
遷
都
、
飢
饉
、

大
地
震
。
そ
の
人
の
人
生
も
、
思
う
よ
う
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
下
鴨
神
社
の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
な
が

ら
、
一
族
の
思
惑
に
阻
ま
れ
て
禰
宜
に
は
な
れ
な
か

っ
た
。
五
〇
歳
で
和
歌
所ど

こ
ろ
か
ら
出
奔
、
出
家
。
こ
の

中
世
随
一
の
書
物
は
、
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
一
二
一

二
年
に
成
立
し
た
。

　

か
く
し
て
長
明
は
嘆
息
す
る
。「
私
に
は
わ
か
ら

な
い
。
生
ま
れ
た
り
、
死
ん
だ
り
す
る
人
が
、
ど
こ

か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
去
っ
て
い
く
の
か
」。
長
明
は

葛
藤
す
る
。「
す
べ
て
世
中
の
あ
り
に
く
ゝ
、
わ
が

身
と
栖す

み
か

と
の
、
は
か
な
く
あ
だ
な
る
さ
ま
」
に
惑
う
。

こ
こ
に
あ
る
の
は
達
観
で
は
な
く
逡
巡
だ
。
一
心
不

乱
の
修
行
で
は
な
く
、
風
雅
と
倦
怠
の
明
け
暮
れ
だ
。

一
丈
四
方
（
五
畳
程
度
）
の
仮
の
庵
で
四
季
の
移
ろ

い
を
感
じ
な
が
ら
、「
念
仏
を
す
る
の
が
面
倒
に
な

り
、
読
経
に
気
持
ち
が
向
か
な
い
と
き
は
、
思
い
の

ま
ま
に
休
み
、
な
ま
け
る
」。〈
濁
れ
る
水
の
流
れ
つ

つ
澄
む
〉
と
い
う
山
頭
火
の
句
が
ふ
と
過
る
。
難
解

な
古
典
と
い
う
勝
手
な
思
い
込
み
を
恥
じ
る
。

　

当
代
の
詩
人
の
訳
文
は
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
原

文
を
尊
重
し
つ
つ
、
等
身
大
の
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

原
文
や
訳
者
の
丁
寧
な
エ
ッ
セ
イ
、
当
時
の
京
都
の

地
図
も
あ
わ
せ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
多
角
的
に
楽

し
め
る
の
も
嬉
し
い
。

　
「
い
ま
の
世
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
こ
ん

な
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
」。
八
〇
〇
年
変

わ
ら
ぬ
呟
き
だ
ろ
う
。
い
つ
と
も
な
く
歴
史
と
い
う

河
の
水
と
な
っ
て
私
た
ち
の
心
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。

流
れ
て
ゆ
く
。�

（�

春
海 

）

�

（
一
五
二
頁　

税
込
六
九
一
円　

9
月
刊
）

　

近
年
、
ヒ
ト
ラ
ー
や
ス
タ
ー
リ
ン
等
か
つ
て
の
独

裁
者
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

彼
ら
を
作
品
の
テ
ー
マ
に
据
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
の
は
、
そ
の
時
代
が
遠
の
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
当
時
に

対
す
る
実
感
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

現
代
の
政
治
状
況
が
か
つ
て
と
似
た
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
警
鐘
の
意
味
を
込
め
て
こ
の
よ
う

な
映
画
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

映
画
と
史
実
と
は
異
な
る
と
い
う
解
説
も
載
っ
て

い
る
が
、
春
休
み
に
今
一
度
当
時
の
政
治
状
況
を
本

書
片
手
に
映
画
と
し
て
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
一
四
四
頁　

税
込
三
二
四
〇
円　

7
月
刊
）
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竜
の
グ
リ
オ
ー
ル
に

絵
を
描
い
た
男

ル
ー
シ
ャ
ス
・
シ
ェ
パ
ー
ド
著

内
田
昌
之
訳　

竹
書
房
文
庫

　

竜
、
そ
れ
も
巨
大

な
竜
は
、
憧
れ
の
存

在
だ
。
一
頭
で
も
い

い
、
竜
が
い
て
く
れ

た
ら
よ
か
っ
た
の
に

と
思
っ
て
し
ま
う
の
は
、
こ
の
世
界
に
人
間
を
超
越

す
る
存
在
が
見
当
た
ら
な
い
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
に
竜
が
い
れ
ば
人
間
は
と
て
も
迷
惑
す
る
は
ず

な
の
に
、
竜
に
託
さ
れ
た
幻
想
が
消
え
る
こ
と
は
な

い
。
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
な
こ
と
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

本
書
は
、
魔
法
使
い
に
よ
っ
て
何
千
年
も
前
に
身

動
き
を
封
じ
ら
れ
て
な
お
人
間
の
精
神
に
干
渉
し
行

動
を
操
る
神
の
よ
う
な
巨
竜
グ
リ
オ
ー
ル
を
描
き
、

私
た
ち
の
そ
ん
な
身
勝
手
な
願
い
を
小
説
の
世
界
の

中
で
見
事
に
叶
え
て
く
れ
る
。
竜
の
肺
の
外
側
に
生

え
る
苔
か
ら
興
奮
剤
を
作
る
と
い
う
よ
う
な
デ
ィ
テ

ー
ル
や
、
知
ら
ず
知
ら
ず
竜
の
意
思
に
操
ら
れ
て
し

ま
う
恐
怖
の
描
写
を
通
し
て
、
巨
竜
の
存
在
が
鮮
や

か
に
描
き
出
さ
れ
る
傑
作
。
巨
竜
に
よ
る
精
神
干
渉

は
そ
の
地
の
住
民
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
な

の
で
、
殺
人
を
犯
し
て
も
竜
に
操
ら
れ
て
い
た
の
だ

と
陪
審
員
を
納
得
さ
せ
ら
れ
れ
ば
無
罪
に
な
る
と
い

う
の
も
お
も
し
ろ
い
設
定
で
あ
る
。

　

奇
想
天
外
な
方
法
で
巨
大
な
竜
に
挑
む
男
を
描
く

表
題
作
ほ
か
四
編
か
ら
な
る
短
編
集
で
あ
る
が
、
私

に
は
中
で
も
竜
が
変
身
し
た
女
性
マ
ガ
リ
と
目
的
の

な
い
人
生
を
生
き
る
男
性
ホ
タ
と
の
、
戸
惑
い
と
情

熱
が
混
在
す
る
異
種
愛
の
物
語
「
嘘
つ
き
の
館
」
が

と
り
わ
け
印
象
深
か
っ
た
。
グ
リ
オ
ー
ル
の
意
思
に

従
う
だ
け
の
い
わ
ば
全
く
自
主
性
の
な
い
愛
が
ホ
タ

に
希
望
と
目
的
を
与
え
た
と
い
う
逆
説
に
加
え
、
竜

の
飛
翔
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ホ
タ
の
心
境
の
変
化
に

重
ね
る
手
法
が
見
事
。�

（�

投
稿
・
ト
ト
ロ 

）

�

（
四
三
一
頁　

税
込
一
一
八
八
円　

8
月
刊
）

　

ワ
イ
ン
を
お
し
ゃ

れ
で
手
の
届
き
に
く

い
飲
み
も
の
と
思
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

ボ
ル
ド
ー
や
ブ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ
と
い
う
地
名
に
は
、
確
か
に
、
そ
の
よ
う
な

響
き
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
ワ
イ
ン

は
俗
に
「
人
類
最
古
の
お
酒
」
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
単

純
な
お
酒
で
も
あ
る
。
何
ら
か
の
外
圧
で
ブ
ド
ウ
の

果
皮
が
破
れ
、
果
汁
が
実
の
外
側
の
自
然
酵
母
と
接

触
す
る
と
、
ほ
ぼ
自
然
に
醸
成
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
小
話
が
は
さ
ま
れ
な
が
ら
、
ワ
イ
ン

を
切
り
口
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
分
析
さ
れ
て
い
く
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
重
視

さ
れ
は
じ
め
た
と
き
が
あ
る
。
大
量
生
産
・
大
量
消

費
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
「
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ

ズ
ム
」
以
降
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
物
質
的
に
豊
か
に

な
り
、
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
付
加
価
値
販
売
戦
略
が
展

開
さ
れ
だ
し
た
時
期
と
そ
の
軌
跡
は
重
な
る
。
喉
の

渇
き
を
い
や
す
た
め
の
ワ
イ
ン
が
、
他
者
の
羨
望
を

得
る
た
め
に
記
号
化
・
情
報
化
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
ワ
イ
ン
そ
れ
自
体
は
特
定
の
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
画
一
化
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
様
性
の
擁

護
が
主
張
さ
れ
た
。
個
々
の
産
地
の
個
性
が
表
現
さ

れ
た
ワ
イ
ン
が
よ
い
と
す
る
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
主
義
」

の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
二
項
対
立
は
、
他
者
か
ら
の

承
認
を
え
よ
う
と
す
る
「
差
異
」
志
向
と
他
者
を
認

め
よ
う
と
す
る
「
本
物
」
志
向
と
し
て
捉
え
な
お
さ

れ
る
。
二
つ
の
志
向
を
両
立
し
た
と
こ
ろ
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
果
実
が
あ
る
と
、
著
者
は
結
論
す
る
。

　

本
書
は
講
義
調
で
書
か
れ
て
お
り
、
読
み
や
す
い
。

読
了
後
に
は
、
ワ
イ
ン
に
関
す
る
雑
学
と
、
世
界
で

進
展
す
る
現
象
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。�

��（
モ
ロ
イ 

）�
�

（
三
三
五
頁　

税
込
九
七
二
円　

11
月
刊
）

教
養
と
し
て
の
ワ
イ
ン
の

世
界
史

山
下
範
久
著

ち
く
ま
文
庫
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ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス

「
東
欧
」を
行
く

ガ
ブ
リ
エ
ル･

ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
著

木
村
榮
一
訳　

新
潮
社

　
「
す
べ
て
は
六
月

十
八
日
午
前
十
時
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

と
あ
る
カ
フ
ェ
で
は

じ
ま
っ
た
。（
略
）

八
時
に
西
側
世
界
最
後
の
村
を
通
過
し
た
」。

　
『
百
年
の
孤
独
』
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
は
、
作
家

と
し
て
立
つ
以
前
に
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
。
本
書

は
、
一
九
五
七
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
鉄
の
カ

ー
テ
ン
の
向
こ
う
側
の
東
欧
諸
国
を
ふ
と
し
た
き
っ

か
け
で
訪
れ
て
記
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

　
「
私
は
客
を
迎
え
る
た
め
に
着
飾
っ
た
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
を
見
た
い
と
思
わ
な
い
。
女
性
と
同
じ
で
、
そ

れ
ら
の
国
々
の
寝
起
き
姿
を
見
る
必
要
が
あ
る
の

だ
」。
旅
を
貫
く
の
は
そ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
と
気
概
で

あ
り
、
明
確
な
5
Ｗ
1
Ｈ
と
詳
細
な
修
飾
語
が
そ
れ

を
支
え
る
。
国
境
で
の
長
時
間
の
検
問
を
担
う
の
は

文
盲
の
兵
士
。
東
独
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は
国
営
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
イ
タ
ー
の
一
カ
月
の
給
料
が
ゴ
ワ

ゴ
ワ
の
生
地
の
シ
ャ
ツ
に
消
え
る
と
知
る
。
一
方
で

チ
ェ
コ
の
生
活
水
準
は
高
く
、
統
制
の
気
配
も
な
い
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
し
て
共
産
主
義
者
で
も
あ
る
と

い
う
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
矛
盾
も
喝
破
す
る
。
そ

し
て
モ
ス
ク
ワ
、
赤
の
広
場
の
霊
廟
で
は
、
保
存
さ

れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
遺
体
の
女
性
的
で
繊
細
な
手
に

衝
撃
を
受
け
、
街
中
で
は
格
差
に
厭
き
て
西
側
の
暮

ら
し
に
憧
れ
る
若
者
に
変
化
の
兆
し
を
見
る
。
ブ
ダ

ペ
ス
ト
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
地
区
の
バ
ル
の
ト
イ
レ
は

指
導
者
を
罵
倒
す
る
落
書
き
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

冷
戦
下
の
東
欧
の
現
実
は
小
説
よ
り
も
奇
妙
に
映

る
。
や
が
て
中
南
米
を
舞
台
に
虚
実
な
い
ま
ぜ
の
物

語
を
書
き
継
い
で
い
っ
た
作
家
の
脳
裏
に
は
、
時
に

こ
の
旅
の
記
憶
も
蘇
っ
た
ろ
う
。
文
学
的
に
も
史
料

的
に
も
面
白
く
読
め
る
こ
と
請
け
合
い
だ
。（�

春
海 

）

�

（
二
〇
一
頁　

税
込
二
三
七
六
円　

10
月
刊
）

　

自
然
資
源
の
保
全

の
た
め
に
は
即
座
に

人
間
の
活
動
の
全
面

的
な
禁
止
を
す
る
の

が
理
想
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
際
に
は
一
定
の
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
多
く
の
場
合
そ
の
資
源
を
暮
ら
し
の

糧
と
し
て
き
た
人
々
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
人
々
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
保
全
の
仕
方
の

一
つ
と
し
て
、
本
書
で
は
一
通
り
の
取
り
組
み
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
書
で
は
漁
業
関
係
者
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
八
重
山
諸
島
で
食
用
と
さ
れ
て
き
た
ナ

ミ
ハ
タ
の
生
態
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
、
持
続

可
能
な
海
洋
保
護
区
の
設
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

第
一
部
「
産
卵
場
に
集
ま
る
魚
た
ち
」
で
は
産
卵

集
群
（
特
定
の
場
所
・
特
定
の
時
期
に
産
卵
の
た
め

に
作
る
群
れ
）
を
な
す
魚
の
中
で
も
特
に
ナ
ミ
ハ
タ

に
注
目
し
、
産
卵
集
群
の
習
性
が
乱
獲
に
利
用
さ
れ

て
き
た
背
景
か
ら
人
間
の
活
動
を
制
限
す
る
海
洋
保

護
区
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
第
二
部
「
産
卵
場

を
め
ぐ
る
調
査
」
で
は
ナ
ミ
ハ
タ
の
産
卵
の
場
に
つ

い
て
著
者
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
て
解
明
し
、

そ
こ
か
ら
海
洋
保
護
区
を
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
の
期
間

設
定
す
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
第
三
部
「
産
卵
場

を
守
る
取
り
組
み
」
で
は
ナ
ミ
ハ
タ
の
減
少
か
ら
海

洋
保
護
区
実
現
ま
で
の
経
過
を
描
き
な
が
ら
、
研
究

者
の
漁
業
者
と
の
相
互
的
な
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
し
て
保
護
区
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
広

報
や
予
算
確
保
な
ど
の
多
面
的
な
取
り
組
み
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。

　

資
源
量
の
科
学
的
手
法
に
よ
る
推
定
か
ら
利
害
関

係
者
の
理
解
促
進
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
本
書
は
、
水

産
資
源
保
護
の
た
め
の
ト
ー
タ
ル
な
視
点
を
与
え
て

く
れ
る
。�

（�

投
稿
・
英
哲 

）

�

（
二
三
八
頁　

税
込
二
七
〇
〇
円　

9
月
刊
）

海
洋
保
護
区
で
魚
を
守
る

―
―
サ
ン
ゴ
礁
に
暮
ら
す
ナ
ミ
ハ
タ

の
は
な
し

名
波
敦
ほ
か
著　

恒
星
社
厚
生
閣
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デ
ー
タ
分
析
の
ス

キ
ル
が
有
用
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
久
し
い
。

実
際
、
研
究
で
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、
趣
味
で
も
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

加
工
し
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
引
き
出
す
技
術
は
必
ず

役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
必
要
と
さ
れ

る
予
備
知
識
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
基
礎
的
な
数
学
、

統
計
学
と
多
岐
に
わ
た
り
、
な
か
な
か
始
め
に
く
い

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
分
析
を
始
め
て
み
た
い
人
に
と
っ
て
、
必

要
な
予
備
知
識
か
ら
実
際
の
作
業
ま
で
解
説
し
た
本

書
は
よ
い
手
引
き
と
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
解
説
書
は
数
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
本
書
は
内
容

の
取
捨
選
択
の
秀
逸
さ
が
光
る
。
三
百
ペ
ー
ジ
ほ
ど

と
技
術
書
に
し
て
は
か
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
ほ
う
で

あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
事
な
こ
と
が
省
略
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
使

う
言
語
で
あ
るPython

の
解
説
も
含
め
て
、
必
要
と

さ
れ
る
知
識
や
、
道
具
の
使
い
方
が
一
通
り
解
説
さ

P
ython

に
よ
る
あ
た
ら
し
い

デ
ー
タ
分
析
の
教
科
書

寺
田
学
、辻
真
吾
、鈴
木
た
か
の
り
、

福
島
真
太
朗
著 

翔
泳
社

れ
て
い
る
。
こ
れ
一
冊
で
デ
ー
タ
分
析
を
始
め
ら
れ

る
は
ず
だ
。
特
に
、
必
要
と
さ
れ
る
数
学
の
解
説
に

一
章
を
割
い
て
い
る
点
は
非
常
に
親
切
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
経
験
が
全
く
な
い
と

い
う
人
は
、
ほ
か
の
入
門
書
を
参
照
し
な
が
ら
読
み

進
め
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

紙
幅
の
都
合
上
、
分
析
手
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省

か
れ
て
い
る
。
よ
り
深
く
知
り
た
い
人
は
、
参
考
文

献
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

総
じ
て
、
ま
さ
に
「
教
科
書
」
的
な
一
冊
で
あ
り

入
門
書
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
こ
の
春
休
み
か
ら
、

デ
ー
タ
分
析
を
始
め
て
み
て
は
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
三
二
八
頁　

税
込
二
六
七
八
円　

9
月
刊
）

　

こ
こ
数
年
、
Ａ
Ｉ

を
め
ぐ
る
言
説
が
メ

デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
、

今
で
は
一
旦
落
ち
着

い
た
印
象
も
あ
る
が
、

そ
こ
で
な
さ
れ
た
無
数
の
言
説
が
は
た
し
て
我
々
と

技
術
の
関
係
を
問
う
議
論
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
た

だ
ろ
う
か
。
本
書
の
背
景
に
は
、
未
だ
に
両
者
の
関

係
が
紋
切
り
型
で
し
か
語
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
違
和

感
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

著
者
曰
く
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
技
術
論
は

主
に
二
つ
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。
一
つ
は
技
術
の

変
化
が
社
会
の
本
質
を
決
定
づ
け
る
技
術
決
定
論
で
、

も
う
一
つ
は
技
術
を
特
定
の
文
化
集
団
が
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
用
い
る
中
立
的
な
手
段
と
み
な
す
社

会
的
構
成
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
と
も
に
人

間
社
会
と
技
術
と
い
う
単
純
な
二
項
対
立
に
陥
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。

　

南
米
の
先
住
民
は
、
動
物
と
い
う
他
者
も
人
間
と

し
て
丁
重
に
扱
う
。
ジ
ャ
ガ
ー
が
飲
む
獲
物
の
血
は
、

人
間
に
と
っ
て
の
ビ
ー
ル
な
の
だ
と
い
っ
た
具
合
に
。

つ
ま
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
全
て
が
人
間
な
の
で
、

ど
ん
な
食
事
も
「
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
」
に
当
る
。
そ
こ

か
ら
著
者
は
機
械
人
間
と
い
う
我
々
の
新
た
な
在
り

方
を
模
索
す
る
。
我
々
は
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
機

械
と
い
う
他
者
の
視
点
を
「
喰
ら
う
」
こ
と
で
常
に

自
ら
を
作
り
変
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
藤
井
聡
太
の

「
人
外
」
の
強
さ
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
棋
士
は

Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
と
の
対
戦
を
通
し
て
そ
の
思
考
法
を
学

び
、
既
存
の
「
定
石
」
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
我
々
と
機
械
は
決
し
て
交
わ
ら
な
い
硬
直
し
た

存
在
で
は
な
く
、
接
触
す
る
こ
と
で
互
い
に
対
し
て

不
断
に
形
を
与
え
、
形
を
受
け
取
る
粘
土
の
よ
う
な

存
在
な
の
だ
。�

（�

投
稿
・
Ｎ
Ｎ 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
一
七
八
二
円　

9
月
刊
）

機
械
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム

―
―
人
間
な
き
あ
と
の
人
類
学
へ

久
保
明
教
著　

講
談
社
選
書
メ
チ
エ



綴　　　　葉 2019. 1. 15

12

中
井
久
夫
と
の
対
話

―
―
生
命
、こ
こ
ろ
、世
界
―
―

村
澤
真
保
呂
、村
澤
和
多
里
著

河
出
書
房
新
社

　

共
著
者
は
社
会
学

部
教
授
の
兄
と
臨
床

心
理
士
の
弟
。
精
神

科
医
で
あ
る
中
井
久

夫
と
は
幼
少
時
か
ら

触
れ
合
っ
て
き
た
。
や
や
特
別
な
関
係
性
を
背
景
に

こ
れ
ま
で
自
他
と
も
に
臨
床
家
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
中
井
を
哲
学
や
思
想
の
面
か
ら
描
き
出
す
。

　

中
井
に
よ
る
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
自
己
シ
ス
テ
ム
概
念

解
釈
に
は
、
か
つ
て
中
井
が
ウ
ィ
ル
ス
学
者
だ
っ
た

こ
と
と
結
核
闘
病
体
験
が
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
免
疫
学
や
感
染
論
に
よ
る

洞
察
を
得
て
、「
自
己
シ
ス
テ
ム
」
を
「
哲
学
的
自

己
」
よ
り
も
「
免
疫
系
」
に
近
い
も
の
と
し
、
ま
た

統
合
失
調
症
は
全
身
的
な
「
自
己
免
疫
疾
患
」
で
あ

り
、
本
来
攻
撃
し
て
は
な
ら
な
い
「
自
己
」
を
誤
っ

て
攻
撃
し
て
し
ま
う
病
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
病
を

緩
和
さ
せ
る
に
は
患
者
の
「
内
な
る
自
然
」
を
復
活

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
そ
の
根
底
に
、
心
身
二

元
論
を
超
え
、
身
体
と
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
流
れ
が
交

錯
す
る
開
か
れ
た
場
で
あ
る
」
と
す
る
思
想
を
見
る
。

臨
床
家
と
し
て
の
中
井
に
は
、
患
者
の
「
リ
ズ
ム
」

や
「
流
れ
」
を
重
視
し
、
そ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
働

き
か
け
て
い
く
実
験
精
神
が
あ
り
続
け
た
。

　

終
盤
の
章
で
書
き
手
は
社
会
思
想
史
を
専
門
と
す

る
兄
に
移
り
、
中
井
の
仕
事
と
そ
の
思
想
を
、
現
代

に
お
け
る
諸
問
題
の
「
治
癒
」
と
「
回
復
」
の
た
め

の
手
引
き
と
位
置
付
け
る
。
自
然
破
壊
は
留
ま
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
い
ま
や
「
人
新
世
」
と
い
う
新
た
な

地
質
年
代
に
突
入
し
た
と
さ
え
言
わ
れ
る
。
そ
ん
な

中
、
病
や
障
害
に
よ
り
生
命
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
た
人

た
ち
の
寛
解
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
見
続
け
た
中
井
の
思

想
と
そ
の
姿
勢
は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
抜
く
上
で
参

照
す
べ
き
も
の
と
提
起
す
る
。�

（�

投
稿
・
コ
☆
メ 

）

�

（
二
四
八
頁　

税
込
二
七
〇
〇
円　

8
月
刊
）

　

近
代
以
降
の
絶
え

間
な
い
技
術
革
新
は
、

今
日
我
々
が
享
受
す

る
文
明
の
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
一
方
で
、

様
々
な
矛
盾
や
問
題
を
生
み
出
し
た
。
科
学
技
術
の

発
達
は
、
前
世
紀
の
二
つ
の
大
戦
に
お
け
る
大
量
殺

戮
兵
器
を
生
み
出
し
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の
脱
原

発
お
よ
び
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
巡
る
議
論
、
情

報
技
術
の
発
達
に
よ
る
労
働
時
間
の
増
大
等
、
技
術

革
新
と
人
間
を
取
り
巻
く
環
境
と
の
間
に
は
常
に
大

き
な
矛
盾
が
孕
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
矛
盾
や
問
題
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
現

代
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
の
先
駆
け
と
も
な
る
思
想
を

展
開
し
た
の
が
、
本
書
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ゲ
オ
ル

ク
・
ユ
ン
ガ
ー
『
技
術
の
完
成
』
で
あ
る
。
著
者
は
、

保
守
革
命
派
の
作
家
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ
ー
の
弟

で
あ
り
、
本
年
は
こ
の
思
想
家
の
生
誕
一
二
〇
周
年

に
当
た
る
。
著
者
は
近
代
の
合
理
主
義
や
機
械
崇
拝

の
流
れ
の
中
で
、
機
械
的
法
則
性
が
人
間
を
支
配
す

る
状
況
に
異
を
唱
え
る
。
前
世
紀
前
半
に
お
い
て
環

境
論
が
議
論
さ
れ
、
近
年
脱
原
発
を
推
進
す
る
ド
イ

ツ
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
技
術
論
に
は
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ル
ヌ
の
空
想
科
学
小
説
を
例
に
国
家
に
代
わ

り
技
術
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
考
察
の
材
料
を
も
た
ら
す

事
を
述
べ
た
「
技
術
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」、
技
術
の
進

歩
と
大
衆
の
形
成
の
連
動
性
を
論
じ
た
「
技
術
と
大

衆
形
成
」
等
、
重
要
な
哲
学
思
想
に
触
れ
な
が
ら
、

技
術
文
明
に
対
す
る
批
判
的
考
察
が
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
作
家
の
本
邦
初
訳
は
、
当

の
作
家
の
日
本
に
お
け
る
研
究
会
の
大
き
な
成
果
で

あ
り
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

�

（�

投
稿
・
Ｍ
・
Ｎ 

）

�

（
三
三
七
頁　

税
込
四
八
六
〇
円　

10
月
刊
）

技
術
の
完
成

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・ゲ
オ
ル
ク・ユ
ン
ガ
ー
著

Ｆ
・
Ｇ
・
ユ
ン
ガ
ー
研
究
会
訳

人
文
書
院
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原
民
喜

死
と
愛
と
孤
独
の
肖
像

梯
久
美
子
著　

岩
波
新
書

幸
福
と
は
何
か

思
考
実
験
で
学
ぶ
倫
理
学
入
門

森
村
進
著　

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

日
本
の
税
金

第
３
版

三
木
義
一
著　

岩
波
新
書

　
「
幸
せ
っ
て
な
ん
だ
っ
け
？
」
明
石
家
さ
ん
ま
な

ら
ず
と
も
誰
も
が
直
面
す
る
、
こ
の
あ
り
ふ
れ
た
問

い
に
、
本
書
も
応
答
す
る
。
し
か
し
そ
の
応
答
は
、

ど
こ
か
の
誰
か
の
人
生
論
で
も
、
教
科
書
的
な
記
述

に
満
ち
た
学
説
史
で
も
な
い
。
こ
こ
に
展
開
さ
れ
る

の
は
、
数
多
く
の
「
思
考
実
験
」
と
と
も
に
検
討
さ

れ
る
一
風
変
わ
っ
た
幸
福
論
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
幸
福
を
〈
快
い
心
理
的
状
態
〉
と
考

え
る
「
快
楽
説
」、〈
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
〉
と

考
え
る
「
欲
求
実
現
説
」、
そ
し
て
〈
複
数
の
客
観

的
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
〉
と
考
え
る
「
客
観
的

リ
ス
ト
説
」、
の
三
説
が
主
に
検
討
さ
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
説
で
説
明
で
き
る
幸
福
と
で
き
な
い
幸
福
が
、

文
中
で
提
示
さ
れ
る
数
多
く
の
「
思
考
実
験
」
に
よ

っ
て
、
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

展
開
さ
れ
る
議
論
の
中
で
、
こ
れ
ら
三
つ
の
説
や

そ
の
折
衷
説
は
、
そ
の
内
部
で
さ
ら
に
細
か
く
分
類

さ
れ
る
。
頭
は
混
乱
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

は
決
し
て
不
幸
な
こ
と
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
そ

の
諸
説
の
中
か
ら
、
ど
の
説
に
一
番
共
感
で
き
る
か

に
よ
っ
て
、
自
分
が
も
つ
幸
福
観
を
よ
り
明
確
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。�
（�
八
雲 

）
�

（
二
四
〇
頁　

税
込
九
二
八
円　

9
月
刊
）

　
「
も
し
妻
と
死
別
れ
た
ら
、
一
年
間
だ
け
生
き
残

ら
う
、
悲
し
い
美
し
い
一
冊
の
詩
集
を
書
き
残
す
た

め
に
…
…
」

　

原
民
喜
の
人
生
は
、
死
と
愛
と
孤
独
で
あ
る
。
も

し
彼
が
冒
頭
の
通
り
妻
と
死
別
し
て
自
殺
し
て
い
た

ら
、
読
み
返
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
原
民
喜
と
い
う
人
物
を
「
死
の
章
」「
愛

の
章
」「
孤
独
の
章
」
と
い
う
構
成
で
丹
念
に
追
及

す
る
一
作
だ
。
冒
頭
の
原
の
自
殺
か
ら
始
ま
る
書
き

出
し
は
唐
突
に
思
え
な
が
ら
も
、
読
み
進
め
る
内
に

彼
の
死
が
全
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
し

ま
う
。
誕
生
か
ら
自
殺
ま
で
描
く
本
書
は
、
一
つ
の

映
画
を
見
て
い
る
よ
う
に
進
ん
で
い
く
。

　

そ
し
て
彼
の
自
殺
を
引
き
延
ば
し
た
原
爆
。
妻
の

死
だ
け
で
な
く
、
彼
は
広
島
の
死
を
書
く
た
め
に
戦

後
六
年
を
生
き
た
。
名
作
「
夏
の
花
」
に
は
、
恨
み

や
政
治
の
話
は
な
く
、
た
だ
た
だ
失
わ
れ
て
い
く
広

島
が
描
か
れ
て
い
る
。
泣
け
な
か
っ
た
人
の
た
め
に

悲
し
み
を
描
き
、
死
に
き
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
に

彼
は
死
を
描
い
た
。
細
く
弱
い
人
々
の
声
を
、
遠
い

時
代
の
人
に
伝
え
る
力
を
文
学
が
持
っ
て
い
る
の
だ

と
、
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
九
二
九
円　

7
月
刊
）

　

学
ぶ
機
会
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
ら
な

け
れ
ば
損
を
す
る
の
が
税
金
の
知
識
で
あ
る
。
制
度

を
十
分
に
知
ら
な
け
れ
ば
、
税
金
を
払
い
す
ぎ
る
。

し
か
し
、
複
雑
す
ぎ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
所
得
と
収
入
の

違
い
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
税
制
に
つ
い
て
平
易
に
解
説
す
る
本
書
は
、

税
に
関
す
る
様
々
な
疑
問
を
解
明
し
て
く
れ
る
一
冊

で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
税
金
に
関
す
る
具
体
的
な

手
続
き
の
解
説
で
は
な
く
、
原
理
・
原
則
に
関
す
る

説
明
が
主
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
税
金
が
設
定

さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
税
額
が
ど
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
事
柄
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
目
論
見
が
ど

の
程
度
成
功
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
る
。

そ
の
語
り
口
は
決
し
て
平
板
で
な
く
、
読
み
物
と
し

て
も
非
常
に
面
白
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
書
を
一
冊
読
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て

節
税
の
プ
ロ
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

何
も
考
え
ず
に
税
を
納
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
理

非
に
つ
い
て
の
意
見
を
持
っ
た
う
え
で
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
九
〇
七
円　

9
月
刊
）

新書コーナー
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名作を読む

「
物
語
り
」と
し
て
の『
戦
争
と
平
和
』

　

一
九
世
紀
ロ
シ
ア
の
文
豪
、
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
作
『�

戦
争
と
平
和 

』（
藤

沼
貴
訳
、
全
六
巻
、
岩
波
文
庫
）
は
、
世
界
文
学
史
上
に
残
る
傑
作
と
言
わ
れ

る
。
心
理
分
析
小
説
的
側
面
と
歴
史
小
説
的
側
面
を
併
せ
も
つ
こ
と
も
、
こ
の

よ
う
に
呼
称
さ
れ
る
一
因
だ
ろ
う
。

　

心
理
・
歴
史
小
説
的
側
面

　

前
者
の
好
例
は
、
第
二
巻
に
お
け
る
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ズ
ー
ホ
フ
伯
爵
の
心
理

的
葛
藤
だ
。
最
初
の
妻
と
な
る
エ
レ
ン
に
婚
約
を
も
ち
か
け
よ
う
と
し
て
、
彼

が
た
め
ら
う
場
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
女
性
的
な
魅
力
に
惑
わ
さ
れ
、
理
性

的
な
判
断
が
く
だ
せ
な
い
彼
の
心
情
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。

　
「《
い
っ
た
い
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
？　

必
要
な
の
は
決
断
だ
！　

ま
さ
か
お
れ
に
決
断
力
が
な
い
わ
け
じ
ゃ
あ
る
ま
い
？
》
／
彼
は
決
断
し
よ
う

と
し
た
が
［
…
］
彼
の
な
か
に
あ
っ
た
決
断
力
が
、
今
度
の
場
合
に
は
な
く
な

っ
て
い
る
の
を
感
じ
て
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。［
…
］
欲
情
が
彼
を
と
ら
え
つ

く
し
た
日
以
来
、
そ
の
欲
望
は
罪
深
い
も
の
だ
と
い
う
無
意
識
の
感
じ
が
、
彼

の
判
断
力
を
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
」。

　

こ
の
場
面
は
、
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
ピ
エ
ー
ル
の
立
場
か
ら
描
写
さ
れ

る
。
こ
の
事
実
が
こ
こ
で
は
重
要
だ
ろ
う
。
こ
の
場
面
が
起
点
と
な
り
、
物
語

の
そ
の
後
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
内
的
葛

藤
は
、
ピ
エ
ー
ル
を
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
加
入
に
駆
り
立
て
る
。
最
終
的
に
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
侵
攻
の
段
階
で
、
戦
争
へ
の
参
加
を
ピ
エ
ー
ル

に
決
意
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　

本
書
の
歴
史
小
説
的
側
面
は
、
史
実
が
物
語
の
基
調
を
な
す
こ
と
だ
け
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
作
者
の
歴
史
上
の
事
件
に
対
す
る
考
察
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

で
披
露
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
側
面
の
印
象
を
強
め
て
い
る
。
例
え
ば
、

第
四
巻
の
冒
頭
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ロ
シ
ア
に
戦
争
を
し
か
け
た
原
因
の
究

明
を
行
っ
て
い
る
。
当
時
で
さ
え
、
す
で
に
歴
史
と
な
っ
て
い
た
事
件
を
、

「
人
間
的
な
目
で
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
生
き
と

し
た
「
歴イ

ス

ト

ワ

ー

ル

史
／
物
語
」
に
変
貌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

語
り
の
観
点
か
ら

　

こ
れ
ま
で
の
二
側
面
と
は
別
の
観
点
か
ら
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
戦
闘
描
写

を
眺
め
て
み
よ
う
。
こ
の
小
説
に
お
け
る
戦
闘
は
主
に
三
つ
あ
る
。
ア
ウ
ス
テ

ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
（
一
八
〇
五
年
）、
ボ
ロ
ジ
ノ
の
戦
い
（
一
八
一
二
年
）、
そ

し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ロ
シ
ア
遠
征
（
同
年
）
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ア
ウ
ス
テ

ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
は
、
ど
の
視
点
か
ら
物
語
を
語

る
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
の
に
適
し
て
い
る
。

俯
瞰
的
な
視
点
で
は
な
く
、
一
個
人
（
ア
ン
ド
レ

イ
）
の
視
点
か
ら
戦
争
を
活
写
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ア
ン
ド
レ
イ
が
「
自
分
の
目
の
前
に
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
ず
に
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
て
い
」
る
と
い
う
記
述
は
、

こ
の
場
面
に
お
け
る
制
限
さ
れ
た
視
野
を
保
証
し
て
い
る
。
特
定
の
人
物
の
視

点
を
通
し
て
戦
争
を
描
く
こ
と
で
、
戦
闘
場
面
の
混
乱
や
緊
迫
感
が
う
ま
く
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ラ
ン
は
、
本
作
品
が
「
戦
争
と
い
う
も
の

の
偽
り
の
な
い
と
こ
ろ
」
を
描
い
て
い
る
と
称
賛
し
た
。
戦
争
と
は
何
か
を
知

る
う
え
で
、
本
書
が
貴
重
な
文
学
作
品
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
一
方
で
、

古
典
文
学
を
読
む
醍
醐
味
は
、
多
様
な
解
釈
が
許
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
本
作
品

を
、
語
り
と
い
う
観
点
か
ら
読
む
の
も
一
案
か
も
し
れ
な
い
。
時
間
に
余
裕
の

あ
る
と
き
に
一
読
（
再
読
）
を
す
す
め
た
い
大
作
だ
。�

（�

モ
ロ
イ 

）



15

知識人論への誘い

社
会
科
学
と
い
う
残
照

　
「
方
法
論
的
統
合
」
を
追
い
か
け
て

　

村
上
篤
直
著
『�

評
伝　

小
室
直
樹 

』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
は
二
〇
一
〇
年

に
物
故
し
た
京
大
理
学
部
出
身
の
「
ソ
連
崩
壊
の
預
言
者
」
評
論
家
小
室
直
樹

の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
上
下
二
巻
の
評
伝
で
あ
る
。
重
厚
長
大
な
本
書
は
出
生
に
関

わ
る
記
述
な
ど
で
寄
り
道
も
目
立
つ
ほ
か
、
著
者
の
「
命
を
救
っ
て
下
さ
っ
」

た
小
室
へ
の
情
念
に
辟
易
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
目
立
つ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
評
者
は
本
書
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
極
め
て
多
か
っ
た
。

そ
れ
は
同
郷
同
学
の
渡
部
恒
三
か
ら
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
ま
で
膨
大
な
取
材
に
よ

り
成
り
立
っ
た
小
室
像
の
全
人
的
な
素
描
と
そ
れ
を
通
じ
た
戦
後
日
本
の
知
的

空
間
の
叙
述
に
よ
る
。
戦
後
日
本
の
再
興
を
念
じ
て
平
泉
澄
主
宰
の
青
々
塾
へ

通
塾
し
、
京
大
の
数
学
か
ら
阪
大
経
済
の
市
村
真
一
ゼ
ミ
、
ミ
シ
ガ
ン
留
学
を

経
て
東
大
の
政
治
学
へ
転
籍
し
、
社
会
学
の
富
永
健
一
ゼ
ミ
の
数
学
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
花
開
く
。
東
京
都
の
社
会
指
標
作
成
へ
の
関
与
な
ど
も
含
め
て
、

小
室
は
そ
の
奇
矯
な
言
動
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
周
縁
的
地
位
で
は
な
く
、

社
会
科
学
に
必
要
と
さ
れ
る
数
学
能
力
の
上
昇
に
乗
る
形
で
一
九
七
〇
年
代
の

本
邦
の
社
会
科
学
の
枢
要
に
―
―
仮
に
学
術
ポ
ス
ト
が
な
か
っ
た
と
し
て
も

―
―
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。

　

だ
か
ら
下
巻
に
か
か
る
『
ソ
ビ
エ
ト
帝
国
の
崩
壊
』（
一
九
八
〇
年
）
の
大

ヒ
ッ
ト
に
よ
る
小
室
の
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
―
―
光
文
社
の
ラ
イ
タ
ー
化
と
、
小

室
が
依
拠
す
る
構
造
機
能
分
析
の
退
潮
と
が
相
俟
っ
て
の
小
室
の
「
研
究
者
」

と
し
て
の
退
場
が
な
お
さ
ら
哀
し
み
を
帯
び
る
。
ラ
イ
タ
ー
に
な
っ
て
ゆ
く
小

室
へ
の
川
島
武
宜
の
惜
別
（
下
巻
一
四
頁
）
に
目
頭
を
熱
く
す
る
の
は
評
者
の

み
で
は
あ
る
ま
い
。
仮
説
構
築
に
よ
る
統
合
理
論
に
し
か
興
味
が
な
く
、
だ
か

ら
ソ
連
も
日
本
も
中
国
も
韓
国
も
説
明
で
き
た
男
の
一
代
記
。

　
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
」
と
し
て
、「
歴
史
家
」
と
し
て

　

さ
て
次
に
紹
介
し
た
い
の
は
服
部
龍
二
著
『�

高
坂
正
堯
―
―
戦
後
日
本
と
現

実
主
義 

』（
中
公
新
書
）
で
あ
る
。
高
坂
は
京
大
法
学
部
の
教
員
を
務
め
た
本

邦
の
国
際
政
治
学
者
の
代
表
格
で
あ
り
、
歴
代
自
民
党
政
権
の
ブ
レ
ー
ン
で
も

あ
っ
た
。
そ
ん
な
彼
が
小
室
と
対
に
な
る
の
は
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
本
書
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
小
室
と
も
通
底
す
る
よ
う
な
高

坂
の
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
研
究
を
大
成
さ
せ
ず
に
点
々
と
研
究
テ
ー
マ
を
変
え
、

古
典
的
歴
史
書
を
愛
好
す
る
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
」
と
し
て
の
姿
で
あ
る
。
殊

に
歴
史
無
き
理
論
を
厭
い
な
が
ら
、
自
己
が
歴
史
家
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る

高
坂
と
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
歴
史
系
研
究
室
に
留
学
し
た
弟
子
「
歴
史
家
」
中

西
輝
政
の
交
錯
は
本
書
の
白
眉
と
も
い
え
る
。
高
坂
の
東
京
論
壇
へ
の
影
響
力
、

「
現
実
主
義
者
」
仲
間
の
は
ず
の
永
井
陽
之
助
と
の
相
克
、
そ
し
て
一
九
九
六

年
没
の
高
坂
の
ポ
ス
ト
冷
戦
期
へ
の
ま
な
ざ
し
―
―
改
憲
論
者
へ
の
転
向
―
―

と
読
み
ど
こ
ろ
満
載
で
、
評
者
に
は
京
大
法
学
部
肝
煎
り
の
『
高
坂
正
堯
と
戦

後
日
本
』
よ
り
紙
価
高
く
思
え
た
。

　

そ
れ
は
高
坂
に
知
遇
を
得
な
が
ら
講
筵
に
は
列
せ
ず
、
出
身
学
部
は
京
大
で

あ
り
な
が
ら
、
学
位
を
神
戸
大
で
取
得
し
た
著
者
服
部
と
高
坂
と
の
距
離
の
妙

が
な
せ
る
業
だ
ろ
う
。
服
部
は
思
想
史
家
で
は
な
く
政
治
史
家
で
あ
る
が
、
本

書
が
実
は
代
表
作
と
な
る
こ
と
を
評
者
は
疑
わ
な
い
。

　

二
組
三
冊
が
全
て
昨
年
刊
の
新
刊
で
あ
る
の
は
、
社
会
科
学
が
預
言
と
統
合

の
学
だ
っ
た
時
代
の
歴
史
化
を
指
し
て
余
り
あ
る
。
こ
れ
ら
の
読
書
は
二
〇
世

紀
の
学
智
の
追
憶
の
み
な
ら
ず
、
学
統
や
知
的
空
間
の
考
察
を
通
じ
て
、
今
日

の
学
問
を
考
え
る
標
と
も
な
ろ
う
。�

（�

投
稿
・
と
う
こ 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
一
二
年
ほ
ど
前
に
編
集
委
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
京
大
に
非
常
勤
と
し
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

�

（�

文
・
宵 

）

―
―
本
誌
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
え
り
な
さ
い
！　

今
後
と
も

読
者
カ
ー
ド
に
て
ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

思
い
ま
す
。

○
〔
8
・
9
月
号
企
画
欄
に
つ
い
て
〕
村
田
沙
耶
香

の
世
界
が
好
き
な
の
で
、
綴
葉
に
記
事
が
載
っ
て
う

れ
し
い
で
す
。�

（�

農
・
Ｙ 

）

―
―
村
田
さ
ん
は
、
そ
の
後
も
『
地
球
星
人
』（
新

潮
社
）
や
『
と
な
り
の
脳
世
界
』（
朝
日
新
聞
出
版
）

を
出
版
さ
れ
て
ご
活
躍
中
で
す
ね
。
本
誌
で
も
そ
の

感
性
に
引
き
続
き
注
目
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
ク
イ
ズ
い
つ
も
難
し
い
で
す
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

�

（�

法
・
湖
底
の
蟹 

）

―
―
毎
度
の
ご
応
募
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
か

つ
て
は
四
択
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え

ば
二
〇
〇
七
年
四
月
号
の
問
題
は
こ
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。「
ハ
ム
が
〈
ｄ
ｗ
ｉ
ｑ
〉、
タ
マ
ゴ
が
〈
ｐ

ｗ
ｉ
ｗ
ｃ
ｋ
〉
で
あ
る
な
ら
ば
〈
ｗ
ｘ
ｋ
ｇ
ｗ
ｚ

ｋ
〉
は
何
か
？
」
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
本
年
も
『�

綴
葉 

』
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（�

春
海 

）

　『�綴葉 』をご覧の皆さま、新年明けまして
おめでとうございます。というよりもまず、
はじめまして。今号から編集委員に加わるこ
ととなりました、「八雲」と申します。
　自己紹介の代わりと言ってはナンですが、
書評誌の編集後記としてはいささか不適切な
告白を、ここで一つだけ。実は私、「読書が
苦手」なのです。私にとって読書行為とは、
なるべくなら避けたいと思うような事がらで、
強く決心しなければ実行に移せないような事
がらなのです。そんな私が、この由緒正しい
書評誌の編集委員となれたことには、底知れ
ぬ「この世の不思議」というものを感じざる
を得ません（まさに、事実は小説よりも奇な
り、とでも言えましょうか）。
　ともあれ、一度この編集委員にならせてい
ただいたからには、このお仕事に全力で取り
組んでいく所存です。至らぬ点も多々あろう
かと思いますが、読者の皆さんにおかれまし
ては、この「読書が苦手」な人間による（世
にも奇妙な？）書評を、どうか温かい目で見
守っていただければと思います。
　これからもどうか一つ、よろしくお願いい
たします。� （�八雲 ）

当てよう！図書カード編集後記
　残念ながら、2019 年は消費税が 8% から
10% になることが予定されています。しかし、
世界全体を見渡すと日本よりもはるかに税率
が高い国が山のようにあることに気づかされ
ます。では、以下のうちで日本の現在の 8%
より高い税率の国はどこでしょう。
　1．香港　　　2．タイ
　3．トルコ　　4．シンガポール
� （�ういろう ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 3月 15 日です。

10 月号の解答
　10 月号「小津安二郎の遺作のタイトル
は？」の答えは 1．「秋刀魚の味」でした。
図書カードの当選者は、盆地の屋根？さん、
のんのんさん、きゅーりさん、はじめさん、
オーシャンタートルさんです。また、8・9
月号の当選者は、かめのこたわしさん、長老
さん、Yさん、I さん、佐間瀬勉さんでした
（順不同）。おめでとうございます。�（�春海 ）


